
学位論文

Doctor's Thesis 

ラット大脳皮質味覚野における機械受容ニュー口ンの受容

特性とその円柱状配列

(Receptive property and columnar organization of 

mechanoreceptive neurons in the cortical taste area in the rat) 

王暁東

、iVang Xiao-Dong 

指導教官

小川尚 教授

熊本大学大学院医学研究科知覚生理学

2002年 3月

1 






























































































































































































	表題
	目次
	要旨
	発表論文のリスト
	謝辞
	略語一覧
	研究の背景と目的
	Ⅰ. 研究の背景
	1. 味覚の意義
	2. 味覚神経系の解剖
	1) 口腔内の神経支配
	2) 味覚伝導路
	3) 大脳皮質味覚野
	4) 大脳皮質島皮質(味覚野と内臓野の関係)

	3. ラット大脳皮質味覚野の神経生理学
	1) 味覚ニューロンの受容特性
	2) 機械受容ニューロンの受容特性

	4. 大脳皮質感覚野の一般的な構造
	1) 大脳新皮質の一般的な構造
	2) カラムの重要性


	Ⅱ. 研究の目的

	実験方法
	Ⅰ. 実験1
	1. 動物および手術
	2. 記録方法
	3. データ解析
	4. 組織学的同定

	Ⅱ. 実験2
	1. 動物および手術
	2. 記録方法
	3. データ解析
	4. 組織学的同定


	実験結果
	Ⅰ. 実験1
	Ⅱ. 実験2 
	1. 機械受容性応答と受容野
	2. 単一電極トラックに沿って記録される機械受容ニューロンの受容特性
	3. いろいろな受容野型の機械受容ニューロンが出現する電極トラック
	4. 皮質層と機械受容ニューロン受容特性の関係
	1) 各種受容野型を持つニューロンの層分布
	2) 触と侵害刺激に対しいろいろな応答性をもつニューロンの層分布特性
	3) 興奮・抑制性ニューロンの層の分布特性

	5. 機械受容性機能的円柱の直径
	6. 適刺激を共通にするニューロンの機能的円柱の直径
	7. 味覚ニューロン記録の連続性


	考察
	Ⅰ.　実験1
	1. 全身型機械受容野をもつCTAニューロン
	2. 全身状態に関わる体性感覚情報が味覚情報処理を修飾する可能性

	Ⅱ. 実験2
	1. 皮質層縦断的な機械受容ニューロンの特性
	2. 機械受容ニューロンの機可能的円柱配列
	3. 受容野の円柱と適刺激の円柱
	4. 機能的円柱内の層とニューロン特性
	5. 味覚ニューロンの円柱状配列の可能性
	6. CTAのカラム構造


	結論
	Ⅰ. 実験1
	Ⅱ. 実験2

	参考文献



